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中
国
古
典
詩
に
お
け
る
「
志
」
と
「
情
」
の
問
題
を
め
ぐ
っ

て 

佐
藤 

祐
紀 

 

中
国
古
典
詩
を
貫
く
精
神
と
し
て
、「
詩
言
志
」
説
が
あ
る
。
こ
の
「
詩
言
志
」

と
は
、
経
典
の
一
つ
で
あ
る
『
尚
書
』
舜
典
に
「
詩
言
志
，
歌
永
言
，
聲
依
永
，

律
和
聲
，
八
音
克
諧
，
無
相
奪
倫
，
神
人
以
和
。
」
と
あ
り
、
『
毛
詩
』
「
大
序
」

に
「
詩
者
志
之
所
之
也
。
在
心
為
志
，
発
言
為
詩
・
・
・
」
と
あ
る
の
を
出
典

と
す
る
。『
尚
書
』・『
毛
詩
』「
大
序
」
に
よ
れ
ば
、
詩
は
本
来
、
自
身
の
「
志
」

を
言
う
も
の
で
あ
っ
た
。 

 

一
方
で
、
西
晋
・
陸
機
（
二
六
一
～
三
〇
三
）
は
作
家
と
し
て
の
自
身
の
体

験
を
踏
ま
え
つ
つ
、「
文
賦
」（
『
文
選
』
巻
十
七
）
に
詩
作
法
を
述
べ
る
な
か
で
、

「
詩
縁
情
而
綺
靡
」（
詩
は
情
に
縁
り
て
綺
靡
な
り
）
と
「
詩
縁
情
」
説
を
提
示

し
、
詩
は
感
情
に
よ
る
も
の
で
あ
る
と
し
た
。
以
来
、
詩
は
自
身
の
感
情
を
述

べ
る
べ
き
も
の
と
な
っ
た
。
そ
れ
に
よ
り
、
詩
は
自
身
の
「
志
」
を
言
う
も
の

な
の
か
、
「
感
情
」
を
言
う
も
の
な
の
か
と
い
う
「
詩
言
志
」
説
と
「
詩
縁
情
」

説
と
の
対
立
関
係
が
起
こ
り
現
在
も
決
着
は
付
い
て
い
な
い
。
ま
た
、「
詩
言
志
」

の
「
志
」
が
何
を
指
す
の
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
も
定
説
は
な
い
。 

 

本
発
表
で
は
、
従
来
対
立
関
係
と
さ
れ
て
き
た
「
詩
言
志
」
説
と
「
詩
縁
情
」

説
が
本
当
に
対
立
す
る
も
の
な
の
か
ど
う
か
を
、
特
に
後
漢
か
ら
魏
晋
南
北
朝

時
代
を
対
象
に
し
て
先
行
研
究
を
援
用
し
つ
つ
検
討
し
た
い
。
ま
た
、「
詩
言
志
」

の
「
志
」
は
具
体
的
に
は
何
を
指
す
の
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
も
検
討
し
た

い
。 

    

馮
夢
禎
『
快
雪
堂
日
記
』
に
つ
い
て 

植
松 

宏
之 

 

『
快
雪
堂
日
記
』
は
明
代
の
文
人
馮
夢
禎
が
官
を
辞
し
た
後
、
杭
州
に
住
ま

い
を
う
つ
し
て
悠
々
自
適
の
日
々
を
お
く
っ
た
頃
の
記
録
で
あ
る
。
基
本
的
に

万
暦
十
五
年
（
一
五
八
七
）
か
ら
万
暦
三
十
三
年
（
一
六
〇
五
）
ま
で
の
十
九

年
間
に
わ
た
っ
て
書
き
綴
ら
れ
て
い
る
。
明
代
、
風
光
明
媚
な
都
市
で
あ
る
杭

州
に
つ
い
て
多
く
の
遊
記
（
紀
行
文
）
が
書
か
れ
、
そ
の
中
に
は
日
記
体
の
も

の
も
あ
る
が
、
こ
れ
ほ
ど
長
期
に
わ
た
り
杭
州
を
中
心
と
し
て
書
か
れ
た
日
記

は
他
に
例
が
な
く
貴
重
で
あ
る
。 

作
者
の
馮
夢
禎
は
字
を
開
之
と
い
い
、
号
は
真
実
居
士
。
萬
暦
五
年
（
一
五

七
七
）
の
進
士
。
秀
水
（
今
の
浙
江
省
嘉
興
市
）
の
人
。
著
作
に
『
快
雪
堂
集
』



六
十
四
巻
が
あ
る
（
日
記
も
こ
こ
に
収
録
さ
れ
て
い
る
）
。
日
記
の
冒
頭
に
「
私

は
丁
亥
の
年
に
天
目
山
を
旅
し
て
以
降
、
目
に
触
れ
た
も
の
を
夜
に
な
る
と
必

ず
書
き
留
め
て
い
た
が
、
は
な
は
だ
乱
雑
で
順
序
だ
っ
て
い
な
か
っ
た
。
い
ま

十
の
う
ち
三
を
除
い
て
日
記
と
し
た
。
（
後
略
）
」
と
あ
り
、
旅
の
記
録
の
執
筆

が
そ
の
後
の
日
記
作
成
の
き
っ
か
け
と
な
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。 

日
記
の
内
容
は
多
岐
に
わ
た
り
描
写
の
範
囲
も
杭
州
の
み
に
限
ら
な
い
が
、

本
発
表
で
は
日
記
と
遊
記
の
関
わ
り
、
及
び
馮
夢
禎
の
杭
州
で
の
生
活
の
様
子

を
中
心
に
考
察
を
し
て
い
き
た
い
。 

    

『
今
鏡
』
と
『
古
事
談
』
と
の
関
係
に
つ
い
て
―
直
接
関
係

説
の
再
検
討
と
書
承
態
度
― 

鈴
木 

和
大 

 

源
顕
兼
（
一
一
六
〇
～
一
二
一
五
年
）
に
よ
っ
て
編
纂
さ
れ
た
『
古
事
談
』

は
、
典
拠
と
し
て
、『
扶
桑
略
記
』
や
『
中
外
抄
』
と
い
っ
た
史
書
や
漢
文
体
の

貴
族
日
記
を
用
い
、
し
か
も
、
原
典
か
ら
忠
実
に
書
承
し
て
い
る
説
話
集
と
し

て
知
ら
れ
る
が
、
今
西
実
氏
は
、『
古
事
談
』
が
披
見
し
た
資
料
の
な
か
に
、
歴

史
物
語
で
あ
る
『
今
鏡
』
の
存
在
を
指
摘
し
、
和
文
体
を
、
適
宜
、
漢
文
体
あ

る
い
は
準
漢
文
体
に
改
め
な
が
ら
書
承
し
た
、
と
結
論
さ
れ
た
。 

 

今
西
説
に
長
く
異
論
は
な
か
っ
た
が
、
改
め
て
『
今
鏡
』
と
『
古
事
談
』
と

を
比
較
し
て
み
た
と
こ
ろ
、
氏
と
は
反
対
に
、
直
接
関
係
を
疑
わ
せ
る
例
証
が

散
見
さ
れ
た
。
ま
た
、
氏
の
論
に
よ
れ
ば
、『
古
事
談
』
が
和
文
体
を
漢
文
体
や
、

そ
れ
に
準
ず
る
文
体
に
改
変
し
た
、
と
い
う
の
だ
が
、
こ
の
議
論
は
単
に
『
古

事
談
』
の
出
典
研
究
に
留
ま
ら
ず
、『
古
事
談
』
の
書
承
態
度
に
も
関
わ
る
問
題

で
あ
り
、『
古
事
談
』
と
い
う
、
い
ち
説
話
集
の
全
体
像
を
捉
え
る
た
め
に
不
可

欠
な
基
礎
的
研
究
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
改
め
て
慎
重
に
み
て
い
き
た
い
。 

 

そ
こ
で
本
発
表
で
は
、
今
西
氏
の
説
を
踏
襲
し
た
場
合
に
生
ず
る
疑
問
を
本

文
比
較
を
通
じ
て
挙
げ
、『
古
事
談
』
の
文
体
や
『
今
鏡
』
の
典
拠
と
な
っ
た
資

料
に
つ
い
て
触
れ
な
が
ら
、『
今
鏡
』
と
『
古
事
談
』
の
関
係
に
つ
い
て
、
お
よ

び
『
古
事
談
』
の
書
承
態
度
に
つ
い
て
再
度
の
検
討
を
図
っ
て
い
き
た
い
。 

    

日
本
語
学
史
・
国
語
教
育
史
に
お
け
る
岡
倉
由
三
郎
の
再
評

価 

岡
田 

誠 

 

本
発
表
は
、
日
本
語
学
史
及
び
国
語
教
育
史
に
お
け
る
「
岡
倉
由
三
郎
の
再



評
価
」
を
行
う
も
の
で
あ
る
。
岡
倉
由
三
郎
（
一
八
六
八
―
一
九
三
六
）
は
、「
岡

倉
天
心
（
一
八
六
三
―
一
九
一
三
）
の
弟
」
「
英
語
教
育
」
「
東
京
放
送
局
（
現

在
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
）
初
代
英
語
講
座
講
師
」
「
『
新
英
和
大
辞
典
』
（
研
究
者
）
」
「
『
英

文
学
叢
書
』
一
〇
〇
巻
（
市
河
三
喜
と
共
編
）
」
な
ど
で
知
ら
れ
て
い
る
。
し
か

し
、
本
来
の
出
発
点
は
、
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
に
学
ん
だ
日
本
語
学
に
あ
る
。
さ
ら

に
は
、
英
語
教
師
と
同
時
に
国
語
教
師
で
も
あ
っ
た
た
め
、
初
期
の
頃
の
著
作

は
日
本
語
学
の
も
の
で
あ
る
。
そ
の
後
、
夏
目
漱
石
と
と
も
に
イ
ギ
リ
ス
に
留

学
し
、
英
語
教
師
に
転
向
し
て
い
く
の
だ
が
、
そ
の
英
語
教
育
論
の
中
に
も
国

語
教
育
の
重
要
性
を
繰
り
返
し
説
い
て
い
る
。
ま
た
、
ラ
ジ
オ
講
座
の
講
師
と

し
て
も
著
名
で
あ
り
、
音
声
教
育
に
熱
心
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
は
日
本
語
学
に

も
言
え
る
こ
と
で
あ
り
、
英
語
教
師
に
転
向
し
て
か
ら
も
、
日
本
語
の
音
声
な

ど
の
著
作
も
残
し
て
い
る
。
従
来
、
岡
倉
由
三
郎
は
、
日
本
語
学
史
・
国
語
教

育
史
の
中
で
も
、
大
き
く
は
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
日
本
語
学

者
、
国
語
教
育
者
、
英
語
教
育
者
と
し
て
重
要
な
点
を
指
摘
し
、
日
本
語
と
英

語
の
二
つ
の
顔
を
持
ち
な
が
ら
そ
の
影
響
を
後
世
に
与
え
た
点
な
ど
を
指
摘
し

た
い
。 

       

〈
研
究
発
表
〉
第
Ⅱ
会
場 

「
新
し
い
世
代
」
の
〈
私
小
説
〉
批
判
―
『
１
９
４
６
・
文

学
的
考
察
』
の
問
題
構
成 

 

伊
豆
原 

潤
星 

 

『
１
９
４
６
・
文
学
的
考
察
』
は
、
加
藤
周
一
・
中
村
真
一
郎
・
福
永
武
彦

の
三
人
が
、
雑
誌
『
世
代
』
に
一
九
四
六
年
初
頭
か
ら
年
末
ま
で
「
カ
メ
ラ
・

ア
イ
ズ
」
と
い
う
表
題
で
連
載
し
た
も
の
を
、
翌
一
九
四
七
年
に
真
善
美
社
か

ら
刊
行
し
た
も
の
で
あ
る
。
当
時
、
二
七
歳
前
後
で
あ
っ
た
彼
ら
は
、
戦
後
の

新
し
い
文
学
は
、
事
実
を
映
し
た
だ
け
の
〈
私
小
説
〉
的
小
説
か
ら
で
は
な
く
、

虚
構
の
小
説
か
ら
始
ま
り
、
そ
の
道
は
世
界
文
学
に
通
じ
る
も
の
で
あ
る
と
述

べ
て
い
る
。『
１
９
４
６
・
文
学
的
考
察
』
は
、「
「
戦
後
文
学
」
の
赫
々
た
る
マ

ニ
フ
ェ
ス
ト
」(

篠
田
一
士
「
解
題
」
〔
冨
山
房
百
科
文
庫
版
『
１
９
４
６
・
文

学
的
考
察
』
所
収
〕)

と
し
て
機
能
し
た
と
言
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
そ

の
主
張
は
、
一
九
三
〇
年
代
に
お
け
る
小
林
秀
雄
ら
に
よ
る
論
の
反
復
・
変
形

で
あ
り
、
必
ず
し
も
新
し
い
も
の
で
は
な
い
。
同
時
代
に
お
い
て
、
彼
ら
の
論

が
広
く
流
布
し
影
響
を
与
え
た
の
は
、
む
し
ろ
、
彼
ら
の
登
場
の
仕
方
や
訴
え

方
の
新
し
さ
に
求
め
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
。 

 

こ
れ
ま
で
、
文
学
史
に
は
登
録
さ
れ
な
が
ら
も
、『
１
９
４
６
・
文
学
的
考
察
』

は
積
極
的
に
論
じ
ら
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
本
発
表
で
は
、
加
藤
・
中
村
・
福
永



ら
三
人
の
「
新
し
い
世
代
」
の
文
学
者
が
戦
後
文
学
に
与
え
た
影
響
、
ま
た
、

彼
ら
の
〈
私
小
説
〉
批
判
の
内
実
に
つ
い
て
併
せ
て
考
察
し
て
い
き
た
い
。 

    

大
西
巨
人
『
地
獄
篇
三
部
作
』
の
挑
戦
―
乗
り
越
え
の
対
象

と
し
て
の
鏡
像
― 

杉
山 

雄
大 

 

大
西
巨
人
作
『
地
獄
篇
三
部
作
』（
光
文
社
、
二
〇
〇
七
年
八
月
初
出
）
の
執

筆
時
期
は
一
九
四
七
年
の
夏
か
ら
翌
年
の
五
月
頃
ま
で
の
間
で
あ
っ
た
と
考
え

ら
れ
る
。
本
発
表
は
『
地
獄
篇
三
部
作
』
を
執
筆
時
期
に
置
き
、
巨
人
の
創
作

活
動
の
軌
跡
や
同
時
代
の
文
脈
の
中
に
有
機
的
に
位
置
づ
け
る
試
み
で
あ
る
。 

『
地
獄
篇
三
部
作
』
の
執
筆
時
期
に
、
巨
人
は
志
賀
直
哉
批
判
を
集
中
的
に

書
い
て
い
る
。
そ
こ
で
巨
人
は
、
小
説
の
本
質
を
事
実
に
対
す
る
独
立
性
・
仮

構
性
に
求
め
、
作
中
人
物
＝
実
在
の
人
物
と
な
る
こ
と
が
、
小
説
の
原
理
上
不

可
能
で
あ
る
こ
と
を
論
じ
た
。
巨
人
に
よ
れ
ば
、
小
説
に
お
い
て
「
私
怨
」
を

晴
ら
す
こ
と
は
、「
そ
の
本
来
の
実
際
に
お
い
て
複
数
」
で
あ
る
対
象
の
「
集
約

ま
た
は
代
表
ま
た
は
表
象
」
た
る
「
単
数
対
象
」
に
「
公
怨
」
を
晴
ら
す
こ
と

と
同
じ
で
あ
る
。
こ
こ
に
は
、
作
中
人
物
を
実
在
す
る
人
物
の
典
型
・
類
型
と

捉
え
、
本
質
的
な
関
係
に
お
い
て
実
在
の
人
物
と
作
中
人
物
と
を
対
照
す
る
思

考
が
あ
る
。
同
時
期
に
書
か
れ
た
『
地
獄
篇
三
部
作
』
で
は
、
実
在
の
文
学
者

の
名
を
も
じ
っ
た
名
を
持
つ
人
物
が
多
数
登
場
す
る
。
こ
れ
ら
の
作
中
人
物
は
、

実
在
の
人
物
の
類
型
で
あ
る
と
と
も
に
、
戯
画
化
さ
れ
た
鏡
像
で
あ
り
、
読
む

者
に
そ
の
乗
り
越
え
を
迫
る
。
鏡
像
を
乗
り
越
え
る
と
い
う
巨
人
文
芸
の
モ
チ

ー
フ
は
、
巨
人
の
出
発
期
に
お
い
て
既
に
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。 

    団
地
に
住
ま
う
「
火
星
人
」
―
安
部
公
房
『
人
間
そ
っ
く
り
』

の
空
間
― 

 
 
 
 
 
 

野
口 

勝
輝 

  

安
部
公
房
『
人
間
そ
っ
く
り
』
は
、
一
九
六
六
年
の
『
S
‐
F
マ
ガ
ジ
ン
』

（
早
川
書
房
）
九
～
一
一
月
号
に
連
載
さ
れ
た
作
品
で
あ
る
。
本
作
品
は
「
こ

ん
に
ち
は
火
星
人
」
と
い
う
ラ
ジ
オ
番
組
の
脚
本
を
書
い
て
い
る
ラ
ジ
オ
作
家

の
も
と
に
、
火
星
人
を
自
称
す
る
男
（
以
下
火
星
人
）
が
訪
ね
て
く
る
場
面
か

ら
始
ま
り
、
火
星
人
と
の
や
り
と
り
を
通
し
、
ラ
ジ
オ
作
家
の
現
実
認
識
が
少

し
ず
つ
揺
ら
ぎ
、
つ
い
に
は
現
実
と
虚
構
の
区
別
が
つ
か
な
く
な
っ
て
し
ま
う

ま
で
の
過
程
を
描
く
。
舞
台
と
し
て
は
団
地
が
設
定
さ
れ
て
お
り
、
ラ
ジ
オ
作



家
と
火
星
人
と
の
や
り
と
り
は
、
す
べ
て
団
地
の
な
か
で
行
わ
れ
る
。
ま
た
、

ラ
ジ
オ
作
家
、
火
星
人
は
同
じ
団
地
に
住
ん
で
も
い
る
。
そ
の
た
め
、
本
作
品

を
理
解
す
る
上
で
、〈
団
地
〉
と
い
う
空
間
を
無
視
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
だ
ろ

う
。 

 

本
作
品
に
つ
い
て
の
研
究
は
進
ん
で
い
る
と
は
言
え
な
い
。
ま
た
、
永
野
宏

志
「
読
者
に
セ
ッ
ト
さ
れ
る
異
物
―
安
部
公
房
『
人
間
そ
っ
く
り
』
に
関
す
る

覚
書
（
二
）
」
の
よ
う
に
同
時
代
に
お
け
る
人
間
観
の
変
容
と
の
関
連
か
ら
分
析

し
た
注
目
す
べ
き
論
も
あ
る
が
、
作
品
内
の
空
間
に
着
目
し
た
先
行
論
は
ま
だ

な
い
。
そ
の
た
め
、
今
回
の
発
表
で
は
作
品
と
同
時
代
で
あ
る
一
九
六
〇
年
代

の
〈
団
地
〉
と
い
う
観
点
か
ら
作
品
を
読
み
解
い
て
い
く
こ
と
を
試
み
る
。 

    

横
山
秀
夫
『
ロ
ク
ヨ
ン
』
に
描
か
れ
た
「
組
織
」
と
「
個
人
」

―
中
国
の
「
法
制
文
学
」
と
比
較
し
て 

 
 
 
 
 
 

 
 

張 

元 
 

 

横
山
秀
夫
は
、
犯
罪
捜
査
を
主
体
と
す
る
従
来
の
警
察
小
説
に
、
新
し
い
機

軸
を
開
い
た
ミ
ス
テ
リ
ー
作
家
で
あ
る
。
『
ロ
ク
ヨ
ン
』
は
『
別
册
文
藝
春
秋
』

に
て
、
二
〇
〇
四
年
五
月
号
か
ら
二
〇
〇
六
年
五
月
号
に
か
け
て
連
載
さ
れ
、

二
〇
一
二
年
十
月
に
単
行
本
と
し
て
刊
行
さ
れ
た
長
編
小
説
で
あ
る
。
物
語
は
、

D
県
警
広
報
官
三
上
義
信
を
主
人
公
と
し
、
昭
和
六
四
年
と
作
品
内
現
在
の
平

成
一
四
年
と
に
起
き
た
二
つ
の
誘
拐
事
件
と
の
交
差
を
描
い
て
い
る
。
警
察
組

織
の
内
側
に
鋭
く
切
り
込
ん
で
い
る
と
こ
ろ
に
特
色
が
あ
り
、
刑
事
部
と
警
務

部
、
中
央
と
地
方
、
警
察
と
マ
ス
コ
ミ
の
葛
藤
が
描
か
れ
、
警
察
組
織
内
の
抗

争
や
組
織
の
中
で
生
き
る
個
人
の
生
き
方
に
焦
点
が
当
て
ら
れ
て
い
る
。 

本
発
表
で
は
、
作
品
構
造
を
と
ら
え
、
警
察
組
織
の
中
で
の
葛
藤
と
矛
盾
の
描

か
れ
方
の
考
察
を
通
じ
て
、
日
本
現
代
社
会
に
お
け
る
「
組
織
」
と
「
個
人
」

の
関
係
性
が
ど
の
よ
う
に
表
現
さ
れ
て
い
る
か
を
論
じ
た
い
。
そ
の
際
、
比
較

参
照
点
と
し
て
中
国
に
お
け
る
「
法
制
文
学
」
を
と
り
あ
げ
る
。
「
法
制
文
学
」

と
は
、
犯
罪
捜
査
組
織
で
あ
る
警
察
を
中
心
に
と
り
あ
げ
た
中
国
の
文
学
形
式

で
あ
る
。『
ロ
ク
ヨ
ン
』
に
お
け
る
「
組
織
」
と
「
個
人
」
の
描
か
れ
方
に
つ
い

て
考
察
を
加
え
、
さ
ら
に
、
中
国
の
「
法
制
文
学
」
と
日
本
の
「
警
察
小
説
」

と
の
比
較
検
証
に
よ
っ
て
、
両
者
の
特
徴
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
も
目
指
す
。 

         



 
〈
講
演
〉
第
Ⅰ
会
場 

ウ
ェ
ブ
時
代
の
セ
ル
フ
・
デ
ザ
イ
ン
論
～
Ｓ
Ｎ
Ｓ
、
イ
ン
ス

タ
映
え
、
意
識
高
い
系
～ 

 

鈴
木 

謙
介 

氏 

〔
講
師
紹
介
〕 

鈴
木 

謙
介
（す
ず
き 

け
ん
す
け
） 

 

一
九
七
六
年
、
福
岡
県
生
ま
れ
。
東
京
都
立
大
学
社
会
科
学
研
究
科
博
士
課
程

修
了
。
国
際
大
学
グ
ロ
ー
バ
ル
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
セ
ン
タ
ー
研
究
員
・

助
手
、
関
西
学
院
大
学
社
会
学
部
助
教
授
を
経
て
、
現
在
関
西
学
院
大
学
社
会

学
部
准
教
授
。
国
際
大
学
グ
ロ
ー
バ
ル
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
セ
ン
タ
ー
客
員
研
究
員

も
務
め
る
。
専
門
は
理
論
社
会
学
。
『
暴
走
す
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
』
（イ
ー
ス
ト
プ
レ
ス
、

二
〇
〇
二
年
）を
皮
切
り
に
、
ネ
ッ
ト
、
ケ
ー
タ
イ
な
ど
、
情
報
化
社
会
の
最
新
の
事

例
研
究
と
、
政
治
哲
学
を
中
心
と
し
た
理
論
的
研
究
を
架
橋
さ
せ
な
が
ら
、
独
自
の

社
会
理
論
を
展
開
し
て
い
る
。
ま
た
『カ
ー
ニ
ヴ
ァ
ル
化
す
る
社
会
』（講
談
社
現
代
新

書
、
二
〇
〇
五
年
）以
降
は
、
不
安
定
を
強
い
ら
れ
る
若
者
た
ち
の
感
覚
を
ベ
ー
ス
に

し
た
考
察
を
展
開
す
る
な
ど
、
現
代
社
会
を
幅
広
い
観
点
か
ら
分
析
し
て
い
る
。
主

要
著
書
に
『〈反
転
〉す
る
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
』（NTT

出
版
、
二
〇
〇
七
年
）
、
『サ

ブ
カ
ル
・
ニ
ッ
ポ
ン
の
新
自
由
主
義

―
既
得
権
批
判
が
若
者
を
追
い
込
む
』（ち
く
ま

新
書
、2008

年
）
、
『Ｓ
Ｑ
”か
か
わ
り
”の
知
能
指
数
』（デ
ィ
ス
カ
ヴ
ァ
ー
・ト
ゥ
エ
ン
テ

ィ
ワ
ン
、
二
〇
一
一
年
）
、
『
ウ
ェ
ブ
社
会
の
ゆ
く
え
―
〈
多
孔
化
〉
し
た
現
実
の
な
か
で
』

（NH
K

ブ
ッ
ク
ス
、
二
〇
一
三
年
）な
ど
が
あ
る
。
ま
た
、
二
〇
〇
六
年
一
〇
月
か
ら

TBS

ラ
ジ
オ
「文
化
系
ト
ー
ク
ラ
ジ
オ

Life

」の
メ
イ
ン
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
も
務
め
て
お
り
、

そ
の
放
送
は
『
文
化
系
ト
ー
ク
ラ
ジ
オLife

』（
本
の
雑
誌
社
、
二
〇
〇
七
年
）や
『文
化

系
ト
ー
ク
ラ
ジ
オLife

の
や
り
方
』（TBS

サ
ー
ビ
ス
、
二
〇
一
三
年
）
と
し
て
書
籍
化

も
さ
れ
て
い
る
。 


